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論文題目
T i t l e

 近代青島の都市空間の変容－日本的要素の連続と断絶を中心に－  
 

本論文は、近代青島が経験した都市空間の変容を都市史・支配政策研究・経済史・社

会史など幅広い問題に目配りしながら論じた重厚な研究である。中国近代都市の中で、

青島は、ドイツ、日本、中国（中華民国北京政府、南京国民政府）とめまぐるしく統治

者が変わったという特徴を持つ。本論文の眼目は、近代青島における都市空間の変容

を、先行研究では手薄だった日本的要素の連続という問題に着目しながら、多面的に

明らかにしたことにある。 

 第 1 章では、ドイツ租借期（1898～1914 年）に、ドイツ膠州湾総督府の実施した土

地政策と都市計画を検討している。第 2 章では、同時期における日本勢力の進出を検

討し、人口構成や職業構成および情報収集活動などを解明している。  
第一次世界大戦により日本は青島を占領するが、第 3 章では、この第 1 次占領期（1914

～1922 年）、青島の社会構造が大きく変容したことを示した。青島軍政署の土地政策

にも支えられ大量の日本人が移住してきたのである。第 4 章では、青島軍政署が進め

た都市計画を検討し、新たな日本人街や工業地帯が生まれ、神社や忠魂碑、桜など日本

を象徴する要素も取り込まれたことを指摘する。  
青島はワシントン会議の結果 1922 年に締結された「山東懸案解決ニ関スル条約」に

よって中国に返還されたが、第 5 章では、還付後も青島が華北の都市としては最大規

模の日本人人口を抱え続け、日本人の土地権益も相当に残っていたことを明らかにし

ている。第 6 章では、中国側による都市改造に着目し、中国の伝統的要素を盛りこん

だ寺院・公園などのランドマークが取りいれられるとともに、日本の都市計画も参照

した「大青島」都市構想が策定されたと論じる。  
終章では、近代青島における有形無形の日本的要素を改めて確認した上で、その都

市空間形成の特徴として、民間勢力が主導的役割を果たしたこと、中国の他の租界都

市と比べた場合、強力な第三国の勢力が不在だったことを指摘している。  

 本論文の意義は、ドイツ占領期以降、約 40 年にわたる時期を対象としながら、青島

の近代史の全体像を見事に描き出した点にある。従来、近代青島については、ドイツ占

領期、日本占領期、中国還付後の時期を通観する研究が乏しく、また、論じられる文脈

も近代日本外交史、中国租借地研究、日本人の海外移民史など様々であった。それらの

研究を丁寧に踏まえつつ、都市青島の近代史を初めて通史的かつ体系的にまとめ上げ

たことに本論文の最大の意義を見いだすことができる。特に近代青島における日本的

要素に着目することで、従来「東洋のベルリン」と称されていた青島の都市像を修正

し、中国における「近代」受容の多面性を提示することに成功している。個別的なレベ

ルでも、青島軍政署による復辟派と革命派への支援（第 3 章）や、山東還付後における



日中土地権益紛争の典型例としての国武農場問題（第 5 章）など、この論文によって

初めて明らかになった歴史的事実は少なくない。日本語・中国語・英語・ドイツ語を駆

使し、公文書・統計から新聞雑誌・文学作品・日記などに至る幅広い文献や資料を博捜

した本研究が、今後の青島研究における必読文献の地位を占めることは間違いない。 

  このように本論文は既存研究を大きく超える達成を示しているが、改善が望まれる

点がないわけではない。「日本的要素」の連続性については丁寧に説明されているが、

逆に統治体制の変化にともなう断絶の側面は自明とされている部分もあり、より明確

な議論を提示することが求められよう。また、そのうえで、本稿の明らかにした戦前青

島の都市像を、戦後あるいは現在の青島まで視野に入れつつ、さらに長いスパンのな

かで位置づけると、よりダイナミックな議論が展開できるだろうと期待される。ただ、

これらの課題は、本論文が近代青島の全体像を通時的に明らかにしたことによって初

めて見えてきた論点であり、本論文の価値を損なうものではない。 

帝国日本のフロンティアでドイツ・中国の影響との相互連関・相互変容を経ながら

発展してきた都市・青島の歴史を重層的・体系的に解明した本論文は、国際性・総合性

を十分に備えており、国際日本研究専攻の学位を授与するにふさわしいと審査委員全

員一致で判定した。  


